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CHR6 の発現パターン (図 2A) が 5-デオキシ型イソフラ




















でまず，イソフラボン代謝経路上の P450 である IFS1 (CYP93C) と相互作用する可溶性代謝酵素を，Split 



























バクテリウム (EHA105) による形質転換条件を確立した[3]． 
(4) 天然ゴム生合成マシナリーの同定 
 (2) より，SUY2H および BiFC を組み合わせた生合成酵素群の相互作用解析は，細胞内で形成される生合成
マシナリーの存在の証明やその構成の解析に非常に有用であることが示されたので，パラゴムノキ (Hevea 
brasiliensis) において形成されることが推定されている天然ゴム生合成マシナリーの同定を試みた．まず，
SUY2H により，ゴム粒子表面に存在するタンパク質群 [シス型プレニル鎖延長酵素 (HRT1，2)，Rubber 
Elongation Factor (REF)，HRT1-REF Bridging Protein (HRBP)，Small Rubber Particle Protein (SRPP)] の
相互作用ネットワークを明らかにした．さらに，タバコを宿主としたBiFCおよび細胞内局在観察により，植物
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